
事業名 街路照明のスマート化事業

委託者 伊藤忠商事株式会社

●電力線通信を活用した調光・制御システムの街路照明への導入による効果検証
・街路照明に電力線通信（PLC：Power Line Communication）が可能なPLC通信ノードを実装し、すでにインフ
ラとして確立されている電力線を利用したデータの送受信により遠隔による環境に応じた調光・制御機能を付
加したシステム（以下、「スマート街路照明システム」という。）を導入することで、消費電力の計測や累積点灯
時間等を正確に把握し、電力消費量や二酸化炭素（CO2）排出量の排出抑制及び街路照明の運用保守管理
の効率化等を実証することを目的とした。

●実施場所
・茨城県つくば市が管理する街路照明229灯を対象にスマート街路照明システムを導入
・調光による制御及び実測データの収集を行った照明は216灯

●中央公園での導入イメージ

●スマート化導入工事

事業の目的

実施場所・周辺環境等

地域・照明 照明種類の変更 調光パターンの変更 
照明 

本数 

中央公園 

公園灯 

蛍光水銀（200w） 

→LED（59W） 

前：常夜灯と限夜灯の組み合わせ 

後：全灯常夜灯だが深夜に調光（1 時以降 45%） 
21 

筑穂地区 

車道灯 

高圧ナトリウム（202W） 

→変更なし 

日没点灯、日出消灯 

→日没 100%点灯、1 時間後に 50%調光、日出消灯 
57 

筑穂地区 

歩道灯 

高圧ナトリウム（70W） 

→LED（31W or 36W） 

日没点灯、22 時半、23 時、2 時のいずれか消灯 

→日没 100%点灯後、50%調光、23 時消灯 
57 

テクノパーク桜 

歩道灯 

蛍光水銀（100W） 

→LED（36W） 

日没点灯、1 時消灯 

→日没 100%点灯後、50%調光、1 時消灯 
46 

松代地区 

歩道灯 

水銀灯（200W） 

→LED（99W） 

日没点灯、2時、7時間後、10時間後のいずれか消灯 

→日没点灯後、時間帯により調光し、日出消灯 
35 

合計  
 

216 

 



実証内容 対象技術・
システムの
特徴

●スマート街路照明システム
・電力線通信を活用
・照明器具に新たに制御システム機能としてのPLC通信ノード又はPLC対応の安定器を組込むことにより状態
監視を行う
・街路照明の柔軟な点灯／消灯、調光制御を行う
→周辺環境に応じた最適な運用が可能となる。

・電力線通信において総務省の認定を取得している米国エシェロン社の低速PLC対応製品を利用
・低速PLCの技術的優位性としては無線と違い電力線が分断されない限り長距離で安定した通信が可能
・ノイズ等の外乱による影響が少ない
・テレビやラジオへの電波妨害が少ない
→以上の点が挙げられ、電磁波漏洩や電波干渉の懸念もなく、日本国内でも十分利用が可能

・電力線と通信網の同時運用管理を可能にする
・既存のインフラを活用する
→低コストでのシステム構築が図れる等大きな利点がある。

実証方法 ●スマート街路照明システムによる調光制御による二酸化炭素削減効果等の検証
・街路照明の国内シェアの70％以上を占める岩崎電気、パナソニック、東芝ライテックら大手三社の協力を得
て、つくば市内の5地域、合計229本の街路照明にスマート街路照明システムを導入した(うち、216本において
調光制御を行った)。
・本年度の実証では、中央公園及び松代地区にて現場の状況に合わせて運用スケジュールの変更を行い、ス
マート化の特性である調光による二酸化炭素削減効果等の検証を行った。

事業実施体
制・役割分
担

●事業主体：伊藤忠商事株式会社
●共同実施者：株式会社三菱総合研究所、三菱総研DCS株式会社



●課題の解決

事業の成果 二酸化炭素
削減効果

●二酸化炭素削減量・削減率
・2012/8/6～2013/12/31の期間において、合計30.5tのCO2削減を達成した。これはベースラインと比較して
45%の削減である。
・電力容量が大きい車道灯においては調光等による削減効果が大きく、電力容量が小さい公園灯や歩道灯に
ついては、照明の高効率化の削減効果が相対的に大きくなった。
・実用化時にはスマートサーバ1台あたりの照明制御本数を限界まで増やせることから、サーバの消費電力の
影響が相対的に低下し、より調光の効果が示されることが期待される。

事業性・採
算性

●投資回収年
・投資回収年数は最短で5.0年と自立的な導入が期待できるレベルがある一方で、最長では24.2年必要とする
ケースもあった。
・照明機器の消費電力が大きいケース（①、②）へのスマート化システム導入ほど、投資回収期間が短くなる
傾向が示された。また、導入対象の既存照明が常夜灯と仮定した場合、導入効果が大きくなる。
・本技術はランプ、安定器、PLCノード、スマートサーバなど多数の技術の組み合わせからなるため、本技術単
体の耐用年数の想定は難しい。費用対効果については、設置後10年間で発生する費用をもとに計算した。

費用対効果 ●二酸化炭素削減量１ｔあたりのコスト[円/ｔ-CO2］
・設置後10年間で発生する費用をもとに計算した。

実証から分かったこと
（事業実施の際の留意
点・今後の課題等） 課題 課題の概要 本実証事業における課題解決 

技術的課題 
 システムの技術的な限界による、調

光方法の自由度の低さ。 
 取得データの精度・信頼性の低さ。 

 システムの技術的な向上により、より

効率的かつ効果的な調光の実施。 
 システム、灯具等の技術的向上によ

る、取得データの精度・信頼性向上 

商業的課題 
 初期コストの高さ。 
 街路照明の料金体系（従量制/定額

制） 
 機器普及に伴うコスト低減 

その他の課

題 

 自治体による街路照明の台帳不備 
 関係主体の調整（同一地域の照明を

別の主体が管理している場合） 
 

 



副次的効果 波及効果 ●視察・報道等の状況
・本実証事業の開始については、日本経済新聞等複数のマスメディアで報道され、つくば市には海外からの視
察も訪れた。
・本技術に関心を持ったK市において、既設の水銀灯及び新規導入するセラミックメタルハライドランプを対象
に、部分的な導入（約30灯）に基づく実証も実施され、43％の電力消費量削減効果が検証された。

●波及の見込み
・全国には約1,470万灯の公衆街路灯が設置されており、設置台数は増加傾向にある。①市区町村の管轄で
あり、②照明器具の容量が大きく、③一定の地域に集約していてまとめて管理できる、という要件を満たす約
810万灯（55%）について、本技術が適用可能と考えられる。
・設置されている公衆街路灯の一部は定額の契約となっている（ つくば市の請求金額ベースで2割強）が、こ
れらは契約変更をしない限り、スマート化による経済的なメリットは運用保守費用の削減のみとなり、効果が限
定的である。
・公衆街路灯に関する台帳を整備している自治体はわずかであること（ヒアリング結果より6自治体中1自治体
が整備）が、本技術の普及の障害となると考えられる。現在、環境省の事業等を契機に地方公共団体におけ
るLED街路灯の導入が促進されているが、このLED化と同時に台帳整備が進むことで、本技術もあわせて普
及することが見込まれる。

地域づくり
への貢献性

●地域づくりへの貢献
・照明の効率的な保守運用による安全・安心の確保、環境意識の向上・啓発、人的交流の活性化といった多
岐にわたる観点から地域づくりに貢献することが期待できる。

●地方公共団体等が抱える課題解決への貢献
・地方公共団体等が抱える地球環境問題に係る課題、財政面での課題、資産管理上の課題及び安全面の課
題など各種課題の解決につながる。

その他の効果

本システムが導入

可能な地域・推定本数
導入シナリオ

政令指定都市 全21自治体、320万本 商業地域や高密度住宅街において、街路照明がまとまったエリアが多数あり、本技術が積極的
に導入されていくと考えられる。既設の照明設備を活かした形でのスマート化と、高効率照明の
導入タイミングに合わせた本技術の導入が期待される。中核市・特例市 全82自治体、200万本

その他市部
560自治体、270万本 政令指定都市や中核市と比較すると導入可能なエリア、本数ともに少ないが、駅周辺の主要エ

リアを中心に導入が進められると考えられる。街路照明の台帳管理の低さが課題となるが、今
後のLED化と並行して台帳管理が進められることで併せて本技術の導入が期待される。

郡部
166自治体、20万本 人口密集地域が少なく、一定範囲内にまとまった照明が少ないと考えられることから、本技術導

入に適した地域が少ない。

項目 考え方、実績、想定される効果

人的交流の活性化 調光パターン検討の際の自治体と住民の意見交換の活性化が想定さ
れる。

安全・安心の確保 効率的なランプ交換等に基づく不点灯照明削減による夜間の安全性
の向上が想定される。

環境意識の向上、啓発 電力消費の見える化に伴う適切な情報発信・情報共有が推進される
ことが想定される。

雇用効果 地域の街路証明スマート化増加に伴い、地域における工事関連の雇
用が増加することが想定される。

地元産業への影響度 灯具等の設置や交換に関する産業への影響があると考えられる。一
方で、照明器具やスマート化設備の生産や、データセンターの維持等
については、地元産業への貢献は限定的である。
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